
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４５０１

基盤研究(B)

2013～2010

漢語諸方言における周辺諸言語との言語接触による類型推移現象の実証的研究

Typological Changes of Chinese Dialects according to contacts with Neighboring Langu
ages

４０１６０４９４研究者番号：

太田　斎（OTA, Itsuku）

神戸市外国語大学・外国語学部・教授

研究期間：

２２３２００７９

平成 年 月 日現在２６   ５ ３０

円    14,600,000 、（間接経費） 円     4,380,000

研究成果の概要（和文）： 　太田は漢語北方方言における音節の融合現象及びその語彙化、文法化のプロセスの一端
を解明した。武内及び岩尾は、大英図書館所蔵スタインコレクション中の古チベット語文書の調査、未解明の語彙の意
味を解明した。またチベット・漢語バイリンガル碑文（唐蕃会盟碑）の成立事情について研究した。村上は、ベトナム
語における言語変容のデータを収集し、言語接触や言語類型の観点からの分析を行なった。林はチノ語の複数の方言に
ついて現地調査を行い、記述、歴史研究及び漢語及びタイ・ルー語からの借用語について分析、研究を行った。ラオス
で話されるチベット・ビルマ諸語のシダ語を調査し、シダ語における漢語との接触の痕跡を確認した。

研究成果の概要（英文）：  Ota investigated the phenomena of Northern Chinese syllabic synaersis and clarif
ied some processes of their lexicalization and grammaticalization. Takeuchi and Iwao researched Old Tibeta
n documents of Stein collection in the British Museum, and made clear the meaning of some old Tibetan comm
ercial words. They studied how the Tibetan-Chinese Bilingual monument, so called Tang-Fan Huimeng-pei, cam
e into existence as well. Murakami collected the Vietnamese data of language alternation, and analyzed the
m from the viewpoints of language contact and linguistic typology. Hayashi carried out linguistic fieldwor
k on two Jino dialects, and analyzed their  historical development. He examined the borrowing words from C
hinese and Tai Lue. Additionally, he carried out fieldwork on Sida, Tibeto-Burman language spoken in North
ern Laos, and recognized some traces of language contact with Chinese.
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、10年以上に亘って継続してきた、

神戸市外国語大学の学内研究班「アジア諸言

語の通時的、共時的研究」の研究実績を基に

更に規模の大きい研究へと拡大、展開しよう

という意図のもとに編成された。学内研究班

構成員の中には漢語、チベット語、東南アジ

ア諸語の研究者がおり、これだけでも十分な

発展的研究が期待されたが、これに学外のオ

ーストロアジア語族に属するベトナム語の

研究者を加えて、より多角的なアプローチを

行おうということになった。設備面では特に

新たに高価な機器類を購入する必要が無く、

採択されればすぐに研究に取りかかれると

いう状況にあった。 

 
２．研究の目的 

東アジアの漢字文化圏及びその周辺地域

においては、いわゆる漢蔵（シナ・チベット）

語族に属する諸言語を 始め、アルタイ諸語、

タイ諸語、オーストロアジア諸語など多くの

言語群が分布し、その類型的特徴は多種多様

である。漢語標準語たる「普通話」は形態論

的類型として「孤立語」とされているが、漢

語諸方言まで射程に入れれば相当程度膠着

性・屈折性を有している。これは漢語諸方言

と周辺諸言語の言語接触の結果ではないか

と推論される。本研究は、形態論を中心に、

フィールドワークと文献調査によって漢語

諸方言と周辺諸言語のデータを収集・分析す

ることによって、漢語諸方言における類型特

徴の推移を言語接触の面から解明すること

を目指すものであった。 

 
３．研究の方法 

 代表者太田は中国各地の漢語方言学研究

者に協力を仰ぎ、面談、通信等により各地の

漢語諸方言データ、特に漢語諸方言に見られ

る類型推移に関係する言語変化(名詞の語構

成の変化、ならびに側置詞の機能的変化・量

詞の形態面/機能面の変化など)のデータを

収集、整理した。 

分担者・林を中国・タイに派遣し、チベット・

ビルマ系であるチノ語補遠方言ならびにア

カ語データの収集を進め、漢語雲南方言およ

びタイ・カダイ系との言語接触によって生じ

たと考えられる語彙データについて名詞類

(類別詞を含む)・動詞類を中心に整理した。

分担者・武内をフランス、英国に派遣し、チ

ベット語文書のデータ収集を行った。 

分担者・村上はベトナム語の漢語から影響を

受けた語彙(漢越語)のデータを整理し、名

詞・動詞・形容詞の語構成とその言語接触の

影響について分析を進めた。 

分担者・岩尾は前年度に収集した資料の整理

と、東洋史学的観点からチベット族と漢族の

文化接触の状況とその言語面への相互影響

について検討を行った。 

 
４．研究成果 

 太田は漢語北方方言特に陝西、河南、

山東方言における音節の融合現象及びその

語彙化、文法化のプロセスの一端を解明した。

武内及び岩尾は、大英図書館所蔵スタインコ

レクション中の古チベット語文書の調査を

行い、目録を作成、中国-チベット交渉史の

観点から従来語義不明とされていた語彙の

意味を解明した。またチベット・漢語バイリ

ンガル碑文（唐蕃会盟碑）の成立事情につい

て研究した。村上は、ベトナム語における言

語変容のデータを収集し、言語接触や言語類

型の観点からの分析を行なった。言語類型の

観点から、越日両語における取り立て助詞の

意味・用法について考察し、フエ外国語大学

日本語日本文化学科において、その成果を発

表した。林はチノ語の複数の方言について現

地調査を行い、記述、歴史研究及び漢語及び

タイ・ルー語からの借用語について分析、研

究を行い、この言語と漢語、タイ・ルー語と

の接触状況を明らかにし、具体的な概念や文

物のチノ語への流入状況を詳らかにした。ま

た、ラオスで話されるチベット・ビルマ諸語

のシダ語を調査し、シダ語における漢語との



接触の痕跡を確認した。 
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